
　
市
で
は
、
自
殺
対
策
基
本
法
に

基
づ
き
、
自
殺
に
関
す
る
現
状
や

課
題
の
分
析
を
行
い
、
関
係
機
関

と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
総
合
的

イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン

i n f o r m a t i o n

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
（
市
民
意
見
提
出
手
続
制
度
）

伊
万
里
市
自
殺
対
策
計
画
（
案
）

　
よ
り
多
く
の
市
民
の
意
見
を
参
考
に
す
る
た
め
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

に
自
殺
対
策
を
推
進
す
る
た
め
、

平
成
31
年
度
か
ら
の
10
年
間
を
計

画
期
間
と
す
る
伊
万
里
市
自
殺
対

策
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

　
船
舶
用
の
部
材
や
発
電
所
な
ど

の
生
産
設
備
を
製
造
し
て
い
る
株

式
会
社
勝
栄
機
工
（
波
多
津
町
）

が
、
七
ツ
島
工
業
団
地
に
新
工
場

を
建
設
す
る
こ
と
と
な
り
、
２
月

21
日
、
市
役
所
で
立
地
協
定
の
締

結
式
が
あ
り
ま
し
た
。

　
深
浦
弘
信
市
長
は
、「
毎
年
の

よ
う
に
事
業
を
拡
張
し
て
い
ま
す

ね
。
独
自
の
技
術
で
着
実
に
大
き

く
な
っ
て
い
る
」
と
し
き
り
に
感

心
し
た
様
子
。
前
川
圭
士
代
表
取

締
役
は
、「
設
備
を
拡
充
す
る
こ
と

で
得
意
な
領
域
を
拡
大
し
、
競
争

優
位
性
を
高
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、

若
い
従
業
員
に
定
着
し
て
も
ら
う

た
め
に
は
、
多
様
な
職
場
が
必
要
。

工
場
も
大
事
な
そ
の
一
つ
で
す
」

と
答
え
て
い
ま
し
た
。

続
々
と
企
業
が
市
内
に
立
地
・
進
出

↑立地協定書への署名のあと、握手を交
わす前川代表取締役（左）と深浦市長

↑進出協定書を取り交わした相澤代表取
締役（左）と深浦市長

　
ま
た
、
３
月
５
日
に
は
、
タ
イ

ム
カ
プ
セ
ル
株
式
会
社
と
の
進
出

協
定
締
結
式
が
、
同
じ
く
市
役
所

で
あ
り
ま
し
た
。

　
岐
阜
市
に
本
社
を
置
く
同
社

は
、
ア
プ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
ソ
フ

ト
ウ
ェ
ア
の
開
発
な
ど
を
手
が
け

て
い
ま
す
。
西
日
本
へ
の
事
業
拡

大
を
見
据
え
た
拠
点
の
一
つ
と
し

て
、
今
回
、
立
花
町
の
市
ビ
ジ
ネ

ス
支
援
オ
フ
ィ
ス
（
バ
ン
リ
ビ
ル
）

に
、
伊
万
里
支
社
を
設
け
る
こ
と

と
な
っ
た
も
の
で
す
。

　
相
澤
謙
一
郎
代
表
取
締
役
は
、

「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
地
域
か
ら
日
本
を
元

気
に
し
た
い
。
ま
た
、
高
校
で
の

プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
授
業
な
ど
、

地
域
で
の
人
材
育
成
に
も
関
わ
り

た
い
」
と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

パブリックコメント案内
◆意見提出をお願いする資料
　伊万里市自殺対策計画（案）

◆意見募集期間
　４月 10 日（水）〜５月 10 日（金）

◆案の公表場所・入手先
⑴福祉課または情報広報課市民サービス係
⑵各町（地区）公民館または市民図書館
⑶市ホームページ  http://www.city.imari.saga.jp/

◆意見の提出方法
　意見は、住所・氏名（または団体名）を明記のうえ、次

のいずれかの方法により提出してください。

①メール　fukushi@city.imari.lg.jp

②郵　便　〒 848-8501 伊万里市立花町1355 番地 1  
伊万里市役所　福祉課

③直接提出　案の公表場所・入手先⑴または ⑵

④ファックス　㉒７６５０

◆問合先
　福祉課障害福祉係（　 ☎㉓２１５６）
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インフォメーションインフォメーション

お知らせします 行政評価　〜成果重視の行政運営を目指して〜

● 問合先　企画政策課企画２係（　 ☎㉓２１２４）

◆行政評価を実施しています
　行政評価とは、市が提供する行政サービスについて『市
が行う必要があるのか』、『どのような成果があったの
か』、『かかったコストは妥当か』などの観点から自己評
価を行い、そこで明らかになった課題を次の事業活動に
生かしていくという行政経営の手法です。
　これは、市民サービスの向上と効率的な行政運営を目
指すための取り組みであり、平成 30 年度は、平成 29
年度に実施した事業のうち、市民により身近な事務事業
について評価を行いました。

◆行政評価委員会による第三者評価を実施
　行政評価委員会に対し、行政外部の視点から評価表の
記載内容が市民に分かりやすいかどうかについて意見を
求め、これを評価に反映させて精度の向上を図ることを
目的として、第三者評価を実施しました。
　平成 30 年度は 13 の事務事業の評価内容と見直しの
方向性について第三者評価を行ったところ、評価内容は

おおむね適切であると評価されましたが、不適切と評価
された内容もあったため、今後は指摘内容を踏まえて適
切な評価に努めます。
　また、行政評価委員会は、評価内容を報告書として取
りまとめ、２月 18 日に市長に提出しました。

※行政評価委員会報告書および平成 29 年度行政評価結果
の詳しい内容は、市民情報コーナー（市役所１階）や市
民図書館のほか、市ホームページでも紹介しています。

ストップ ザ 温暖化　いまりアクションプログラム
第５次伊万里市地球温暖化対策実行計画を策定しました

● 問合先　環境課生活環境係（　 ☎㉓２１４４）

　市役所などの行政機関は、大規模な事業者・消費者としての立場から環境保全のための行動を自ら率先
して実行し、環境負荷の低減に取り組む必要があります。市では、国の地球温暖化対策計画と足並みをそ
ろえ、温室効果ガスの一層の削減を目指すために、第５次伊万里市地球温暖化対策実行計画『ストップ ザ 
温暖化　いまりアクションプログラム』を策定しました。

【第５次計画の内容〕 取組期間：2019 年度〜 2030 年度
取組対象：市のすべての事務事業

基本方針

● 空調・照明などの適切な使用および適正温度設定の調整
● クールビズ・ウォームビズの推進
● エコドライブの推進
● 省エネルギー機器（高効率空調・ＬＥＤ照明など）の導入の推進（新規）
● 環境に配慮した電力契約の推進（新規）
● 実行計画の取り組みを遵守した市有施設の管理運営に係る委託契約の実施（新規）

具体的な取り組み

削減目標
温室効果ガス排出量を

2030年度までに40％以上削減
（2013年度比）

環境に配慮した
公共事業の実施

環境に配慮した
職場づくり

職員一人一人の
環境保全活動の推進

↑報告書を深浦弘信市長に手渡す市行政
評価委員会の山下宗利委員長（左）

17 2019.4広報伊万里



インフォメーション

ゴールデンウィーク中の市役所業務、市内医療機関の開院状況

４月 30 日から５月２日までの市内医療機関開院状況

医療機関名 電話番号 4/30
（火）

5/1
（水）

5/2
（木） 医療機関名 電話番号 4/30

（火）
5/1

（水）
5/2

（木）

岡 村 医 院 22-2304 ○ ○ ○ 内山産婦人科医院 23-3241 ○ × ○

加 茂 医 院 23-2014 △ × ○ 立 石 医 院 28-0007 ○ × ○

木 本 耳 鼻
咽 喉 科 医 院 22-3410 ○ × × 西 田 病 院 28-1111 ○ ○ ○

口 石 病 院 23-2504 ○ ○ ○ 水 上 医 院 28-3714 ○ ○ △

小 嶋 眼 科 医 院 23-2222 × × △ 産 婦 人 科 南 ヶ 丘
ク リ ニ ッ ク 22-1135 × ○ △

夏 秋 医 院 23-2032
午後５時

〜７時 × × 伊 万 里 篠 田
皮ふ科・形成外科 21-1001 △ × ×

隅 田 病 院 23-3167 ○ ○ ○ き た じ ま
整 形 外 科 25-9977 ○ ○ △

山 の サ ナ ー レ・
ク リ ニ ッ ク 22-2128 △ × × 小島病院（黒川） 27-2121 ○ ○ ○

い び 整 形 外 科 20-1265 ○ × △ 小島医院（波多津） 25-0038 ○ ○ ○

浜 田 産 婦 人 科
ク リ ニ ッ ク 23-8855 ○ △ ○ 伸 び る・ こ じ ま

ク リ ニ ッ ク 24-3131 ○ ○ ○

日 高 医 院 23-5263 △ × × 助 廣 医 院 24-2023 ○ ○ ○

堀 田 病 院 23-3224 ○ ○ ○ 大川野クリニック 20-8060 ○ ○ ○

山 口 病 院 23-5255 ○ ○ ○ 泌 尿 器 科
いまりクリニック 22-9680 ○ ○ △

井 手 小 児 科 医 院 23-8157 × ○ × い と う 小 児 科 20-1611 ○ × ×

小 副 川 医 院 22-4114 ○ ○ ○ 山 本 こ ど も
ク リ ニ ッ ク 20-1525 × × ○

山 元 記 念 病 院 23-2166 ○ × ○ 伊 万 里 有 田
共 立 病 院 46-2121 ○ × ○

　４月 30 日から５月２日まで、伊万里休日・夜間急患医療センターは開設しませんので、市内の医療機
関の開院状況を参考に受診してください。

◆問合先　健康づくり課健康推進係（　 ☎㉒３９１６）

　下記のとおり業務を行います。連休明けの５月７日
（火）は窓口が大変混雑すると予想されますので、ぜひ
利用してください。
◆開庁日時
　５月５日（日・祝）　午前８時 30 分〜正午

◆取扱業務
　住民票の写し、戸籍謄抄本、印鑑登録証明の発行
　※住民票の広域交付は取り扱いできません。
　※婚姻、出生、死亡などの戸籍届出については、
　　時間外受付で 24 時間受け付けています。

◆問合先　市民課窓口係（　 ☎㉓２１４３）

市民課窓口 環境関係業務

◆し尿のくみ取り
　４月 27 日（土）〜５月１日（水・祝）、５月３日（金・

祝）〜６日（月）については休業します。

◆さが西部クリーンセンター
　４月 28 日（日）と５月５日（日・祝）は休業します。

◆ごみの収集
　平常どおり業務を行います。

◆問合先
　環境課リサイクル推進係（　 ☎㉓２１４５）

　○：診療（午前・午後）　　△：診療（午前のみ）　　×：休診

※期間中に一般外来診療を行っている医療機関のみ記載しています。
※医療機関によって診療時間が異なります。（通常の診療時間とも異なる場合があります。）また、諸事情により
　情報が変更となる場合がありますので、必ず事前に電話で確認してください。
※ 10 連休中の休日・夜間急患医療センターの開設は、４月 28 日・29 日、５月３日〜６日の午前９時〜午後５時です。
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インフォメーション

※
開
始
日
前
の
申
し
込
み
は
で
き

ま
せ
ん
。

●

申
込
・
問
合
先
　
市
民
課
年
金

保
険
係
（
　
☎
㉓
２
１
５
３
）

市有地を売却します

　
保
険
ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療

の
被
保
険
者
証
と
、
印
鑑
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

●

受
付
開
始
日
　
５
月
13
日
（
月
）

　
日
帰
り
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク

の
受
診
費
用
を
助
成
し
ま
す
。
な

お
、
国
民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
で
自
己
負
担
額
が
違

う
ほ
か
、
受
け
付
け
開
始
日
が
従

来
と
異
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て

く
だ
さ
い
。

●

対
　
象

◆
市
国
民
健
康
保
険
加
入
者

▽
受
診
時
に
40
歳
以
上
74
歳
以
下
の

人
（
入
院
療
養
中
の
人
は
除
く
）

▽
国
民
健
康
保
険
税
の
滞
納
が
な

い
人

▽
４
月
以
降
に
人
間
ド
ッ
ク
・
脳

ド
ッ
ク
・
特
定
健
診
を
受
診
し

て
い
な
い
人

◆
市
内
在
住
の
県
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
加
入
者

▽
入
院
療
養
中
で
な
い
人

▽
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
滞

納
が
な
い
人

▽
４
月
以
降
に
人
間
ド
ッ
ク
・
脳

ド
ッ
ク
・
長
寿
（
特
定
）
健
診

を
受
診
し
て
い
な
い
人

●

注
意
事
項

▽
必
ず
特
定
健
診
・
長
寿
健
診
と

一
緒
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
ど
ち
ら
も
人
数
制
限
が
あ
り
ま

　
す
。
早
め
に
申
し
込
ん
で
く
だ

さ
い
。

▽
申
し
込
み
の
際
は
、
国
民
健
康

人間ドック 脳ドック

保険種類 国民健康保険 後 期 高 齢 者
医 療 保 険 国民健康保険 後 期 高 齢 者

医 療 保 険

自己負担額 11,780 円 20,380 円 12,780 円 21,720 円

指定医療機関
伊万里有田共立病院、山元記念
病院、西田病院、伊万里松浦病院、
前田病院

伊万里有田共立病院、山元記念
病院、西田病院

検査項目
血液検査、尿検査、心電図など
15 項目

頭部ＭＲＩ、血液検査、尿検査
など 11 項目

助
成
し
ま
す
『
人
間
ド
ッ
ク
・
脳
ド
ッ
ク
検
診
』

↑立花町 区画②の現況写真。官公庁や小学校に近く便利
な立地です

物　件　名 所　在　地 地　目 面　積 予定価格

立 花 町 区 画 ① 立花町字大尾 1901 番 20 雑種地 1,548.00 ㎡ 33,436,800 円

立 花 町 区 画 ② 立花町字萱村 1950 番２　外１筆 雑種地 1,505.47 ㎡ 35,770,000 円

立 花 町 区 画 ③ 立花町字萱村 1940 番１ 雑種地 746.06 ㎡ 12,653,200 円

旧 市 民 病 院 跡 地 ① 二里町大里乙 1271 番６ 宅　地 3,189.01 ㎡ 20,950,100 円

旧 市 民 病 院 跡 地 ② 二里町大里乙 1271 番１　外３筆 宅地ほか 8,623.20 ㎡ 56,649,900 円

旧波多川小学校跡地 南波多町水留字前平 3855 番　外１筆 雑種地ほか 11,923.00 ㎡ 31,360,000 円

●売却方法
　一般競争入札
※予定価格以上の最も高い金額で入札した人と契約
●入札参加事前申込期限
　５月 10 日（金）
●入札日・場所
　５月 31 日（金）　市役所第８会議室
●申込・問合先
　財政課管財係（　 ☎㉓２１１３）
※詳しくは市ホームページをご覧ください。
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２
月
20
日
、
市
と
セ
ブ
ンｰ

イ
レ

ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
は
、
高
齢
者
見

守
り
活
動
に
関
す
る
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。
営
業
中
や
配
達
業
務

中
な
ど
に
高
齢
者
の
異
変
に
気
付

い
た
場
合
に
市
へ
連
絡
し
、
市
は

必
要
な
支
援
や
対
応
を
行
う
も
の

で
、
市
内
に
あ
る
全
12
店
舗
が
参

加
。
締
結
式
で
セ
ブ
ンｰ

イ
レ
ブ

ン
・
ジ
ャ
パ
ン
の
高
橋
正ま
さ

公ひ
ろ

佐
賀

地
区
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
、「
地
域
の

皆
さ
ん
が
安
全
・
安
心
で
便
利
に

暮
ら
し
て
い
く
た
め
の
一
助
と
な

り
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

セ
ブ
ンｰ

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
と

高
齢
者
見
守
り
活
動
に
関
す
る
協
定
を
締
結↑協定を締結した関係者の皆さん

大
野
岳
タ
イ
ワ
ン
ツ
バ
メ
シ
ジ
ミ
保
存
会
が

佐
賀
県
『
ス
ト
ッ
プ
温
暖
化
』
県
民
運
動
功
労
者
を
受
賞

　
県
内
で
環
境
保
全
や
自
然
環
境

保
護
活
動
な
ど
を
続
け
て
い
る
個

人
や
企
業
、
団
体
に
贈
ら
れ
る
、

佐
賀
県
『
ス
ト
ッ
プ
温
暖
化
』
県

民
運
動
功
労
者
表
彰
を
大
野
岳
タ

イ
ワ
ン
ツ
バ
メ
シ
ジ
ミ
保
存
会
が

受
賞
し
、
３
月
４
日
、
深
浦
弘
信

市
長
に
喜
び
の
報
告
を
し
ま
し
た
。

　
同
保
存
会
は
、
平
成
26
年
か
ら

タ
イ
ワ
ン
ツ
バ
メ
シ
ジ
ミ
繁
殖
地

の
保
護
活
動
や
、
子
ど
も
た
ち
へ

の
環
境
教
育
な
ど
を
続
け
て
い
ま

す
。
松
本
輝
彦
会
長
は
、「
活
動
を

通
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
郷
土
の

チ
ョ
ウ
と
し
て
大
切
に
思
っ
て
も

ら
え
れ
ば
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。↑今回受賞した保存会の皆さん

　
市
民
の
皆
さ
ん
の
自
主
的
な
活

動
を
支
援
す
る
『
伊
万
里
市
21
世

紀
市
民
ゆ
め
づ
く
り
計
画
支
援
事

業
』
に
つ
い
て
、
今
年
度
の
事
業

を
募
集
し
ま
す
。

●

応
募
で
き
る
団
体

　
市
内
で
活
動
す
る
３
人
以
上
の

グ
ル
ー
プ
で
、
う
ち
１
人
は
成

人
で
、
会
員
の
過
半
数
が
市
内

在
住
・
在
勤
の
人
で
構
成
さ
れ

て
い
る
こ
と

▽
補
助
金
額
　
10
万
円
以
内

●

募
集
期
限
　
５
月
７
日
（
火
）

●

応
募
方
法
　
応
募
用
紙
を
ま
ち

づ
く
り
課
に
提
出

※
応
募
用
紙
は
、
ま
ち
づ
く
り
課
、

各
町
（
地
区
）
公
民
館
、
市
民
図

書
館
、
市
民
セ
ン
タ
ー
、
市
民
交

流
プ
ラ
ザ
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●

応
募
・
問
合
先

　
ま
ち
づ
く
り
課
ま
ち
づ
く
り
推

進
係
（
　
☎
㉓
２
１
１
４
）

●

対
象
事
業

　（
支
援
期
間
・
補
助
金
額
）

①
具
体
的
な
事
業
を
行
う『
ま
ち
づ

く
り
計
画
実
施
事
業
』

▽
支
援
期
間
　
最
長
３
年
間

▽
補
助
金
額
　
50
万
円
以
内

※
３
年
間
の
補
助
金
総
額
は

１
０
０
万
円
以
内

②
ア
イ
デ
ア
や
計
画
を
調
査
・
研

究
す
る
『
ア
イ
デ
ア
立
案
事
業
』

▽
支
援
期
間
　
１
年
間

↑平成 30 年６月 12 日の報告会の様子

『
ゆ
め
づ
く
り
事
業
』
を
募
集
し
ま
す

『
ゆ
め
づ
く
り
事
業
』
な
ど
の

成
果
報
告
会
を
開
催
し
ま
す

　
平
成
30
年
度
の
『
21
世
紀
市
民

ゆ
め
づ
く
り
計
画
支
援
事
業
』
と

『
次
代
を
創
る
研
修
事
業
』
で
採
択

さ
れ
た
６
件
の
事
業
に
つ
い
て
、
実

施
団
体
が
そ
の
成
果
を
発
表
し
ま

す
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●

日
　
時

　
４
月
25
日
（
木
）午

後
７
時
〜
９
時

●

場
　
所

　
市
民
セ
ン
タ
ー

●

採
択
事
業
（
報
告
団
体
）

①
子
ど
も
の
居
場
所
作
り
の
整
備

（
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
い
ち

ご
会
）

②
子
育
て
応
援
事
業（
Ｒ

リ

ン

ｉ
ｎ
ｇ
！

Ｒ
リ

ン

ｉ
ｎ
ｇ
！ 

Ｒ
リ

ン

ｉ
ｎ
ｇ
！
）

③
伊
万
里
ま
ち
な
か
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
推
進
事
業（
特
定
非
営
利

活
動
法
人
ま
ち
づ
く
り
伊
萬
里
）

④
伊
万
里
産
品
販
売
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
の
開
設
運
営
事
業
（
コ
イ
マ

リ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

⑤
登
録
有
形
文
化
財
く
し
や
の
継

続
的
利
活
用
推
進
事
業
（
く
し

や
利
活
用
計
画
）

⑥
地
方
創
生
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
カ
ン

フ
ァ
レ
ン
ス
『
Ｉイ

ン

ス

パ

イ

ア

ー

Ｎ
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｒ
Ｅ

２
０
１
８
』（
Ｐピ

ー

ク

Ｅ
Ａ
Ｋ 

Ｓス

マＭ

Ｉイ

ル
Ｌ
Ｅ
）

●

参
加
料
　
無
　
料

●

問
合
先

　
ま
ち
づ
く
り
課
ま
ち
づ
く
り
推

進
係
（
　
☎
㉓
２
１
１
４
）
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インフォメーション

中
国
大
連
市 

公
務
研
修
生

陳チ
ン 

瑩エ
イ

さ
ん 

リ
ポ
ー
ト
② 

ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

次
の
方
か
ら
ご
寄
付
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※
２
月
１
日
〜
28
日
受
付
分

（
敬
称
略
、
希
望
者
の
み
掲
載
）

▼

歯
ブ
ラ
シ
　
１
０
５
０
本

　
伊
万
里
・有
田
地
区
歯
科
医
師
会

《
福
祉
基
金
》

▼

一
万
円
　
中
島
　
勉

　（
亡
妻 

厚
子 

大
川
町
井
手
口
）

▼

は
篤
志
寄
付
で
す
。

宝くじ社会貢献広報事業
川内野区放送設備と中山区自治公民館を整備

　一般財団法人自治総合センターでは、コミュニティ活動に必要な設備や集会施設の整備のために助成金
を交付しています。これは、宝くじの社会貢献広報事業として宝くじの受託事業収入を財源としており、
平成 30 年度は市内２地区で事業が採択されました。

東山代町川内野区

　無線による屋外放送設備の整備が 10 月に完了しまし
た。災害発生時や緊急時に的確な情報伝達が可能とな
り、地域住民の安全確保やコミュニティ活動の活性化
が期待されます。

波多津町中山区

　老朽化した自治公民館の建て替えが３月に完了しま
した。誰もが利用しやすい施設となったことで、地域
活動がさらに活性化することが期待されます。

無線放送設備の操作卓 完成した中山自治公民館

● 問合先　生涯学習課生涯学習係（　 ☎㉓３１８６）

　
你ニ

ー

好ハ
オ

。
伊
万
里
市
に
来
て

あ
っ
と
い
う
間
に
３
か
月
が
経

ち
ま
し
た
が
、
体
調
も
良
く
充

実
し
た
毎
日
を
送
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
皆
さ
ん
は
『
こ
だ
ま

会
』
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
広

報
伊
万
里
な
ど
を
音
読
し
、
Ｃ

Ｄ
や
カ
セ
ッ
ト
テ
ー
プ
に
録
音

し
て
目
の
不
自
由
な
方
な
ど
に

提
供
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

で
す
。
私
は
２
月
に
初
め
て
活

動
の
様
子
を
見
せ
て
も
ら
い
ま

し
た
が
、
聞
き
や
す
い
よ
う
に

と
暖
か
い
気
持
ち
を
込
め
て
録

音
を
し
て
い
る
姿
に
心
を
打
た

れ
ま
し
た
。
事
前
準
備
や
勉
強

会
な
ど
で
何
度
も
チ
ェ
ッ
ク
を

重
ね
る
そ
う
で
、
そ
の
よ
う
な

大
変
な
活
動
を
30
年
以
上
も
続

け
て
い
る
こ
と
は
、
本
当
に
素

晴
ら
し
い
と
思
い
ま
す
。
私
は

広
報
伊
万
里
２
月
号
に
掲
載
し

た
私
の
リ
ポ
ー
ト
を
、
自
分
の

声
で
録
音
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。
こ
だ
ま
会
の
皆
さ
ん
の
よ

う
に
、
聞
き
手
の
こ
と
を
考
え
な

が
ら
丁
寧
に
ゆ
っ
く
り
と
読
む

こ
と
を
心
が
け
た
つ
も
り
で
す
。

　
ま
た
、
３
月
２
日
と
３
日
に

は
、
市
国
際
交
流
協
会
の
設
立

30
周
年
を
記
念
し
て
『
国
際
交

流
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
』
を
開
催

し
ま
し
た
。
映
画
上
映
会
や
多

文
化
共
生
社
会
を
考
え
る
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
充
実
し
た
内
容
で
、

大
変
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
特

に
、
Ｊジ

ャ

イ

カ

Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊
の

Ｏ
Ｂ
や
Ｏ
Ｇ
に
よ
る
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
や
、
佐
賀

大
学
の
留
学
生
を
講
師
に
迎
え

た
『
国
際
交
流
ひ
ろ
ば
』
で
は
、

活
気
あ
ふ
れ
る
交
流
と
な
り
、

国
際
理
解
が
深
ま
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
私
は
今
、
伊
万
里
人
に
な
っ

て
良
か
っ
た
と
強
く
感
じ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
に
「
こ
ん
に

ち
は
」
と
声
を
か
け
て
い
た
だ

く
た
び
に
嬉
し
く
て
笑
顔
に
な

り
、
伊
万
里
が
だ
ん
だ
ん
自
分

の
故
郷
に
な
っ
て
い
く
よ
う
な

気
が
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
は

私
に
と
っ
て
恩
師
で
あ
り
、
大

切
な
友
達
で
も
あ
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
、
こ
れ
か
ら
も
末
永

く
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
謝シ

エ

謝シ
エ

。

皆
さ
ん
は
私
の
恩
師
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